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所属支部 受章者氏名 卒校 卒期 学科 生年月日 住　　　所

湖北 髙山
タカヤマ

かをる 米原 15 生活 大正12年6月2日 長浜市中山町

戸
ト

之
ノ

洞
ホラ

貞夫
サダオ

米原 20 生活 昭和9年7月28日 長浜市加納町

吉永
ヨシナガ

　清夫
スガオ

米原 22 園芸 昭和9年11月8日 長浜市東上坂町

徳田
トクダ

　滿夫
ミツオ

米原 24 スポレク 昭和9年10月21日 米原市顔戸

西岡
ニシオカ

　孝
タカシ

士
シ

米原 24 園芸 昭和9年2月15日 長浜市大鹿

遠藤
エンドウ

　庸子
ヨウコ

米原 25 スポレク 昭和9年1月7日 米原市宇賀野

竹林
タケバヤシ

　春雄
ハルオ

米原 26 文芸 昭和9年2月12日 米原市下多良

松居
マツイ

伸二朗
シンジロウ

米原 31 園芸 昭和9年3月3日 米原市顔戸

湖東 馬場
バ　　バ

みさを 米原 18 スポレク 昭和9年1月31日 愛荘町長野東

安澤
ヤスザワ

美佐子
  ミサコ

米原 21 スポレク 昭和9年1月2日 甲良町下之郷

野口
ノグチ

　勇
イサム

米原 23 園芸 昭和9年3月23日 彦根市森堂町

大橋
オオハシ

　和夫
カズオ

米原 26 園芸 昭和9年2月15日 彦根市開出今町

岩崎
イワサキ 

孝一郎
  コウイチロウ

米原 31 地域文化 昭和9年10月21日 彦根市鳥居本町

中部 嶋川
シマカワ

　豊嗣
トヨツグ

米原 21 園芸 昭和9年1月25日 近江八幡市安土町

村田
ムラタ

　久子
ヒサコ

米原 23 文芸 昭和9年6月7日 東近江市能登川町

澤
サワ

　　亨
コウ

米原 26 文芸 昭和9年2月17日 東近江市小川町

近江八幡 辻
ツジ

　清司
キヨシ

草津 22 陶芸 昭和9年3月30日 近江八幡市江頭町

中江
ナカエ

　永子
エイコ

米原 22 生活科学 昭和9年3月23日 近江八幡市新町

伊藤
イトウ

　壽
トシ

朗
ロウ

草津 22 園芸 昭和9年10月22日 近江八幡市江頭町

草津・栗東 山田
ヤマダ

　實
ミノル

草津 26 生活 昭和9年3月16日 草津市上笠

甲賀・湖南 中村
ナカムラ

　ゆり 草津 18 スポーツ 昭和9年7月15日 甲賀市水口町京町

奥嶋
オクジマ

　寛
ヒロシ

草津 20 文芸 昭和9年6月22日 甲賀市甲賀町隠岐

岸
キシ

　嘉
ヨシ

行
イキ

草津 21 生活 昭和9年3月3日 甲賀市土山町市場

杉中
スギナカ

　覚
サトル

草津 25 園芸 昭和9年9月9日 甲賀市信楽町杉山

東
アズマ

　孝一
コウイチ

草津 27 陶芸 昭和9年5月15日 湖南市甲西町下田

高島 竹下
タケシタ

　彰
アキ

子
コ

草津 23 生活科学 昭和9年2月7日 高島市勝野

大津 岡崎
オカザキ

　一郎
イチロウ

草津 21 スポーツ 昭和9年1月24日 大津市日吉台

磯田
イソダ

　慶蔵
ケイゾウ

草津 25 文芸 昭和9年6月19日 大津市唐橋町

令和3年度　長寿者慶祝（白寿・米寿）ご芳名

（白寿大正12年生・米寿昭和9年生）

※取扱注意、敬称略、順不同、最上段の髙山様のみ白寿以下は全て米寿
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令和 3年度滋賀県レイカディア大学同窓会 

定 期 総 会 次 第 

1. 開会のことば 

2. 物故者への黙祷 

3. レイカディア讃歌斉唱 

4. 会長あいさつ 

5. 長寿者慶祝            

6. 議長選出  

7. 議  事 

第１号議案   令和 2 年度事業報告 

            

第２号議案   令和 2 年度収支決算報告及び監査報告 

         

第３号議案   令和 3 年年度事業計画（案） 

        

第４号議案   会則の一部改定 

          

第５号議案  令和 3 年度予算（案） 

8. 閉会のことば 
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第 1号議案          令和 2年度事業報告 

Ⅰ 活動の総括 

令和 2～3年度への展望をしっかりと持とう 

 表題のキャッチフレーズを掲げて令和 2 年度をスタートさせ、「継続していくためには変化

し続けなければならない」との先人の教えに思いをいたしながら、令和 4年度に滋賀県社会福

祉協議会が、法人認定 70周年になることを機に、「滋賀県レイカディア大学の在り方」を抜本

的に見直すという取り組みがなされようとする中、ひとり県社協のみならず私たち同窓会も母

校の発展施策の一翼を担えればという思いを持って「一.命題」「二.具体案」を掲げて広角的な

取り組みを指向してきました。 

一、 命題としては 

① 過年度の運営課題を洗い出し、令和２年度の運営に反映させ、会員相互の理解と関心

を高めるために同窓会本部役員に女性会員の参画を強く望んできました。結果として

ようやく事務局員に一人の女性会員の活躍を実現させていただくことが出来ましたが、

しかしまだまだ期待値には届いておらず、引き続き支部長や本部三役での活動の実績

が得られるように努力していかねばならない現状あります。 

② 組織目標である「健康と親睦の推進」「地域社会貢献活動」「母校の発展に寄与」のバラ

ンス感覚を見直し、親しみやすく魅力に富んだ同窓会を目指したことについては、各

支部の事業計画においてはかなり満足度の高いものが準備されましたが、いかんせん

予期せざるコロナ禍に見舞われたためその実践に歯止めがかかってしまいました。ア

フターコロナの次年度以降にこそ大きな期待を寄せているところです。 

二、 具体案としては 

① “滋賀県レイカディア大学のありかた”に関心を寄せ会員のニーズをくみ上げる 

会長が「レイカディア大学ありかた検討懇話会」委員に参画し、提言のとりまとめの機

会を得たことにより目的達成のプロセスが動き始めているという実感が得られている

ので、結果を期待したいところです。 

② HPのサイトマップと管理規約を見直し HP の運営に十全を期す。 

HP管理班長を先頭に課題の解決を図り、運営規則や管理機構を刷新し、簡素で分かり

やすいサイトマップが実現できました。2014 年以来 6 年間で 58,700 回以上のアクセ

スカウントを得られています。 

③ 男女が協働する組織の定着を期するため役員人選への配慮を願い具現化に努力する 

前出の命題の項に記した通り最小限度の成果に留まっているので、令和 3年度中に 

下地を作り、令和4年度にはぜひとも期待値に届かせるべく努力目標として参ります。 

④ 滋賀県レイカディア大学同窓会の「地域活動の担い手」としての自負と社会的認知度

の隔たりを縮めるために行政との連携を強め、何が出来るか主体的に考え実践する 

地域社会貢献活動が評価を得て、市町村広報誌に取り上げられたり、感謝状の贈呈を

受けるなど過去に思い致せば大きく前進していると言えます。 

支部間較差はあるもののマスメディアやローカルメディアに活動内容が取り上げられ

るなど着実に成果を上げつつありますが、行政とのタイアップ事業については今一歩

と言うレベルに留まっています。 
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Ⅱ 各部会の活動報告 

 総務研修部会 

１.令和 2年度本部定期総会の開催 （担当支部 近江八幡支部） 

令和 2年 4月 22 日（水）に開催予定であったが、新型コロナウイルス感染拡大のため

急遽中止し文書議決に変更 

２.「高齢者に役立つ講演会」の開催 

 演題 高齢期を楽しくすごすため～エンディングノート～私の整理帳 

 講師 井ノ口浩士様（大津社会福祉協議会） 

 米原校 開催日 令和２年９月 24 日（木） 13 時～15 時   受講者 40 名 

 草津校 開催日 令和２年 11 月 18 日（水）13 時 30 分～15 時 30 分  受講者 95 名 

※ 43 期学生募集活動応募要項の配布活動はコロナ禍のため令和３年度に延期する。 

 

地域活動部会 

１. 地域活動の継続と拡大化 

草津、米原校の「レイカディアの日」、「コスモアースコンシャスアクトクリーンキャ

ンペーン」はコロナ禍のため中止になる。 

２. 「美しい湖国をつくる会」活動に参加 

環境美化活動に大津支部が参加 

湖岸クリーンアップ事業に湖北、湖東支部が参加 

 ３．「地域体験活動学習」への参画 

   各支部の協力を頂き初の試みながら概ね理解された。コロナ禍での対応の難しさが 

あり苦労を強いられた。 

   ９月８日  米原校  35 名 

   ９月 18 日  草津校  136 名 

 

広報情報部会 

１. 「會報３７号」の発行 

３７号夏号の発行は中止。３７号冬号を発行。 

２．同窓会活動紹介パネルの作成 

  １２月１８日（金）～１２月１９日（土）草津校学習成果展示会にパネル展示 

  ３月２日（火）～３月３日（水）米原校学習成果展示会にパネル展示 

３．同窓会ホームページ管理班事業 

  ９支部と本部合わせて５８回の HP 更新を実施 

  ３回ネットミーティングを行い、サーバー切り替え及び HP 管理規約の改定を協議 

※ 2020 年 9 月の Xserver の契約更改に伴いサーバーの見直しを行い、レンタルサーバー

の切り替えを実施 

・ホームページドメインの変更（lacadosokai.com） 

・支部単位にサブ FTP アカウントを設定し、誤って他支部、本部の HP を更新するこ

とがないようにセキュリティー強化を図った。 

 



 

4 

 

月 日 担当部会 事業概要 会場

1 事務局 第1回理事会開催 ひまわり館

　令和2年度定期総会の案件及び準備

22 総務研修 令和2年度定期総会　コロナ禍のため文書決済

15 事務局 第2回理事会開催 ひまわり館

　各部会事業計画の説明

5 事務局 第1回常任理事会 ひまわり館

　會報37号、講演会の件

9 1 授業再開

2 事務局 第2回常任理事会 ひまわり館

　41期生同窓会入会金、つながり37冬号発行の件

10 事務局 同窓会入会説明会　米原校　会長、副会長 米原校

14 事務局 第3回常任理事会 ひまわり館

　入会説明会、3年度総会日時　

1 22 事務局 同窓会入会説明会　草津校　会長、副会長 草津校

15 総務研修 定期総会案件　会長、副会長、総務研修部長、事務局長 ひまわり館

26 事務局 41期生同窓会入会申込締切

5 事務局 第4回常任理事会 ひまわり館

　入会申込集計報告、3年度定期総会諸案件

26 41期生卒業式　第1期リカレント生卒業

31 事務局 第5回常任理事会 ひまわり館

　2年度事業及び会計報告　3年度事業計画案及び予算案

　同窓会創立40周年記念事業について

Ⅲ.　具体的な活動内容

3

事務局

4

6

8

10

12

2
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月 日 　　　　　　　　　　　　　　事業の概要

7 3 第1回総務研修部会　今年度の活動計画について

10 20 第2回総務研修部会

「高齢者に役立つ講演会」の準備及びスケジュールについて

2 24 第3回総務研修部会

　43期学生募集活動応募要項について、定期総会の内容の検討

月 日 　　　　　　　　　　　　　　事業の概要

6 25 第1回地域活動部会

　本年度各支部地域活動の現況。第13回地域活動事例発表会の開催見送りを決定

9 9 地域活動体験学習ガイダンス　　米原校

　参加者　学生35名　　同窓会員14名

9 18 地域活動体験学習ガイダンス　　草津校

　参加者　学生136名　　同窓会員25名

10 21 第2回地域活動部会

　地域活動体験学習ガイダンス事業の感想、反省、次回への課題

　第13回地域活動事例発表会、次年度実施の方向で細部については今後検討

月 日 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業の概要

7 20 第1回広報情報部会

　令和2年度活動計画及び部会内担当者の決定

9 17 第2回広報情報部会

　会報37号冬号発行、慶祝者の写真掲載、同窓会紹介パネルそれぞれの準備

11 第3回広報情報部会

　37号冬号内容確認、同窓会紹介パネルの準備

19 37号冬号プリントパックに発注、11月26日に納入

30 第4回広報情報部会　各支部に冬号を配布

8 第1回HP管理班会議　運営役割の確認　　　　　　　　　ネットミーティング

15 第2回HP管理班会議　ホームページ運用規約改定案確定　ネットミーティング

7 13 第3回HP管理班会議　新サーバー、新ドメイン取得報告　ネットミーティング

11 4 第4回HP管理班会議　ホームページ運用管理規約の確認

上記会議会場　近江八幡市総合福祉センターひまわり館（除ネット会議）

地域活動部会

総務研修部会

広報情報部会・HP管理班

11

5



 

－6－ 

 

 

 

                                           自・令和２年4月1日　至・令和３年3月31日

令和3年3月31日現在

（単位：　円）

予算額 決算額
増減

(決算-予算)
摘要

274,953 274,953

625,000 635,000 10,000 予算1,２５０人分　　　　　　　決算１，２７０人分

55,000 1,500 -53,500 予算1１０人分　　　 　     　　決算　　３人分

3 41,005 41,002 美国会よりの補助金４１，０００円

954,956 952,458 -2,498

予算額 決算額
増減

(決算-予算)
摘要

総会費 95,000 12,351 -82,649 議案書印刷費等

会議費 20,000 7,210 -12,790

小計 115,000 19,561 -95,439

100,000 70,800 -29,200 理事会、常任理事会交通費

事務消耗費 15,000 2,530 -12,470

通信費 10,000 5,060 -4,940

小　計 25,000 7,590 -17,410

78,000 78,000 対象者２６名

総務研修部費 50,000 31,346 -18,654

広報情報部費 198,000 129,943 -68,057 會報つながり３７号夏号取り止め冬号のみ

地域活動部費 135,000 100,318 -34,682 地域活動事例発表会は取り止め

小　計 383,000 261,607 -121,393

253,956 -253,956

954,956 437,558 -517,398

2.支出の部

前期繰越

科目

年会費

科目

入会金

合　計　

事
業
費

予備費

会
議
費

旅費

事
務
費

慶祝費

特別会費

雑収入

合　　計

第2号議案

令和２年度収支決算報告及び監査報告

1.収入の部
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第 3 号議案         令和 3年度事業計画案 

Ⅰ 活動の基本方針 

同窓会創立 40 周年記念事業の実施年度を意識しょう 

  

人口が減少し高齢化が進行すると、これまでの多くの既存の仕組みの維持の困難な時代が 

訪れ、組織の機能の低下が現れてきます。その一つの現象として地域に根づいていた、講、結

座、隣組、青年団、婦人会、老人会、小路等々の仕組みが消え去り、これらが地域社会や人々

の日常生活に潤いと安らぎをもたらすことに果たしてきた大切な機能が失われ、地域住民の協

働意識が薄らぎつつあります。さらに地域が営々として守り続けてきた豊かな伝統文化や民俗

行事の承継が多方面にわたって行き詰まっています。また、科学技術がより高度に発展し、科

学万能の世相と伝統的民俗行事の持つ奥深い教訓理解の曖昧さが目立って、民俗行事本来の働

きである「つながり・やすらぎ・ほこり」を見出せずに地域力全般の衰えが見えています。 

 今こそ私たちが長い人生経験の中で培った知恵や知識を役立てて、地域社会の担い手として

の出番が来ているものと思います。「滋賀県レイカディア大学のあり方」や「同窓会のあるべき

姿」に思いを致し、令和３年度の運営に取り組んで参ります。 

 

一、 令和の時代に必要なものは、「試みて気づけ」と言うことです。「答えがないのが答え」 

という時代には同窓会員が大切にする価値観をしっかりと持って、次第にあるべき姿 

に近づけて行けるよう努めて参ります。 

二、 同窓会の予算および事業計画は中期（5 年）・長期（10 年）的な視座に立ってなし、 

会員の価値観の多様性、個別化に思いが届くよう努めて参ります。 

三、 母校と同窓会の充実と発展は、大学、サポートの会、えにしの会、同窓会が「共創意識」 

を持って、互いにシェアリングすることがより良い結果を生むと信じて、働きかけて 

参ります。 

四、 同窓会員の大切して欲しいことの一つは、男女共同参画の提唱と定着です。積年の 

願いでもある性別に偏りのない、多様な人材に活躍してもらえるような風土づくりを 

目指して参ります。 

五、 同窓会役員が大切にしてほしいキーワードは「３密」です。コロナ渦中ではいわゆる 

「３密」が敬遠されてきましたが、私たち同窓会委員は①会員は「親密」に②活動は 

「緻密」に③連携は「綿密」にの「３密」を大事にしながら、令和３年度を「同窓会 

創立 40 周年記念事業の実施年度」と位置づけて、新たな情熱を形にして参ります。 
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Ⅱ. 各部会の活動計画 

総務研修部会 

1. 令和 3年度定期総会の開催 （担当支部 湖北支部） 

開催日時 令和 3年 5月 26 日（水） 13：30～14：45 

開催場所 県立長寿社会福祉センター レイカディア大学草津校大教室 

2. 43 期学生募集活動応募要項の配布 

3. 無料「必修講座」の聴講 

草津校、米原校各々で開催 日時、講座内容は大学事務局と調整する 

地域活動部会 

1. 地域活動の継続と拡大 

① 草津、米原校サポートの会主催事業にそれぞれ母校支部より参加 

② コスモアースコンシャスアクトクリーンキャンペーン活動への参加 

実施場所、日程は未定であるが、参加し湖岸の環境美化に貢献する 

③ 「美しい湖国をつくる会」活動に参加 

環境美化活動、湖岸クリーンアップ事業等に参加 

2. 「第 13 回地域活動事例発表会」の開催 

コロナ感染症の状況を勘案しながら計画を決定 各支部 1 テーマ 

3. 「地域活動体験学習」への参画 

学校、事務局、同窓会で事前打ち合わせを行い実施 

広報情報部会・HP 管理班 

1. 會報「つながり」の年 2 回発行の継続 

2. 同窓会紹介パネルの写真入替 

3. 同窓会紹介パンフレット印刷 

4. HP 管理班 

本部 HP の動画（YouTube）ID が個人管理になっているため同窓会 ID の新設と移行の

実施 

HP 担当者のスキルアップを図る 

Ⅲ. 創立 40 周年記念事業への取り組み  

1. 記念事業特別委員会（仮称）の設置 

委員の指名（敬称略） 

 木村萩女、福永好子、柴嵜久子、堀江勇夫、奥長裕幸、藤田順一、今岡多望 

2. 具体的な事業    本年度 9 月までの開催を目指し、委員会で早急に立案 
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第 4号議案 会則の改定 

 

 

第１３条 （経費）を改定する。 

 

改定前 

第１３条 本会の経費は、年会費、入会金及び寄付金等の収入をもって充てる。 

２ 年会費は５００円とする。 但し、満８８歳以上の者及び当該年中に   

満８８歳に達する者については年会費を免除する。 

３ 新たに入会する者は、入会金１，０００円（本会５００円、支部５００円）

を納付するものとする。 

 

改定後 

第１３条 本会の経費は、年会費、入会金及び寄付金等の収入をもって充てる。 

２ 年会費は５００円とする。 但し、満８８歳以上の者及び当該年度中に  

満８８歳に達する者については年会費を免除する。 

３ 新たに入会する者は、入会金１，０００円（本会５００円、支部５００円）

を納付するものとする。 

 

付則を追加する 

但し、入会が４月となる４１期生と４２期生については入会金１，０００円 

（本会５００円、支部５００円）の納付を免除する。 
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第5号議案　　　　　　　    令和３年度収支予算書

1.収入の部 （単位：　円）

前年決算額 当年度予算額 増　　減 摘　　要　　

274,953 514,900 239,947

635,000 625,000 -10,000 会員　１，２５０人分

1,500 0 -1,500

0 0

41,005 5 -41,000 利息のみ

952,458 1,139,905 187,447

2.支出の部

前年決算額 当年度予算額 増　　減 摘　　要

総会費 12,351 95,000 82,649 資料印刷・会場費等

会議費 7,210 20,000 12,790 理事会・常任理事会会場費

小計 19,561 115,000 95,439

70,800 100,000 29,200 理事会常任理事会等旅費

事務消耗費 2,530 15,000 12,470 資料コピー・インク等

通信費 5,060 10,000 4,940 ハガキ・切手代

小　計 7,590 25,000 17,410

78,000 84,000 6,000 対象者２８名

総務研修部費 31,346 50,000 18,654   部会会議室費旅費等　

広報情報部費 129,943 198,500 68,557 會報発行及びＨＰ管理等

地域活動部費 100,318 135,000 34,682 事例発表会、地域活動補助金等

特別事業費 0 200,000 200,000 ４０周年記念事業費

小　　計 261,607 583,500 321,893

0 232,405 232,405

合　計 437,558 1,139,905 702,347

(自・令和３年４月１日　至・令和４年３月３１日)

前期繰越

会費

入会金

特別会費

雑収入

科目

合　　計

科目

予備費

会
議
費

旅　　費

事
務
費

慶祝費

事
業
費



11 

 

滋賀県レイカディア大学同窓会組織図

レ イ カ デ ィ ア 振 興 課 長 委 嘱

部会員　９名（部会長含む）
１名/支部

滋賀県レイカディア大学懇話会委員

部会員　９名（部会長含む）
１名/支部

會 報 等 編 集 班

外 部 相 談 役 （ １ 名 ）

米原校　2名

サポートの会調整会議委員 （４名）

部会員　９名（部会長含む)
（１名/支部）

HP 管 理 班 班 長

HP担当者  ９名（班長含む）
１名/支部

委 嘱

草津校　２名

滋賀県後期高齢者医療広域連合委員

部 会 長

顧      問 （１名）監　　事 （２名)

副　会　長 （２名）

会　　　　長 （１名）

（総会選任役職）

（会長が依頼）（総会選任役職）

（総会選任役職）

（会長承認役職）

事　　務　　局 （１名＋若干名）

事務局員（若干名）

総　務　・　研　修　部　会

部 会 長 部 会 長

　　事務局長（１名）　　　

（総会選任役職）

会　　　計 （１名）

地 域 活 動 部 会

（総会選任役職）

　　　常　　任　　理　　事　（ ９名）

１名／支部（支部長） ｘ ９支部

専　　門　　部　　会

広　報　・　情　報　部　会

　　　理　　　　　　　事　（ １８名）

２名／支部 ｘ ９支部
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（取扱注意）

役 職 氏名 住 所 卒期・学科 支部 専門部会

会 長 堀江 勇夫 蒲生郡日野町 30・地文 中 部

副 会 長 奥長 裕幸 長浜市 37・北近 湖 北

副 会 長 藤田 順一 大津市 37・園芸 大 津

事 務 局 長 今岡 多望 東近江市 37・北近 中 部

会 計 藪　健治 草津市 35・園芸 草津栗東

藤田 順一 大津市 37・園芸 大 津 広報情報部長

藪　健治 草津市 35・園芸 草津栗東 地域活動

小島　治 守山市 34・地文 守山野洲 総務研修部長

本田 秀信 甲賀市 36・園芸 甲賀湖南 総務研修

濱口 勝司 近江八幡市 32・地文 八 幡 地域活動

今岡 多望 東近江市 37・北近 中 部 総務研修

上野 芳樹 犬上郡甲良町 37・園芸 湖 東 総務研修

奥長 裕幸 長浜市 37・北近 湖 北 地域活動部長

清水良秋 高島市 35・園芸 高 島 総務研修

荒堀 勝正 大津市 32・健レ 大 津 総務研修

河嶋 文雄 大津市 35・陶芸 大 津 地域活動

北川　勝 草津市 39・園芸 草津栗東 総務研修

青柳 公夫 栗東市 33・園芸 草津栗東 広報情報

石田 耕一 守山市 34・園芸 守山野洲 広報情報

堀井　宏 野洲市 35・健づ 守山野洲 地域活動

林　弘實 甲賀市 35・陶芸 甲賀湖南 広報情報

松井 和子 甲賀市 34・健レ 甲賀湖南 地域活動

森岡 隆範 近江八幡市 39・園芸 八 幡 広報情報

木村 萩女 近江八幡市 37・健づ 八 幡 総務研修

福永 好子 東近江市 38・健づ 中 部 広報情報

藤本　修 東近江市 38・陶芸 中 部 地域活動

諏訪 俊雄 彦根市 37・北近 湖 東 地域活動

廣田 由行 東近江市 37・園芸 湖 東 広報情報

北村 孝雄 米原市 38・園芸 湖 北 総務研修

前川 秀和 長浜市 40・健づ 湖 北 広報情報

白井輿士則 高島市 36・園芸 高 島 広報情報

柴嵜 久子 高島市 28・園芸 高 島 地域活動

中村　登 大津市 37・園芸 大 津 HP管理班

青柳 公夫 栗東市 33・園芸 草津栗東 HP管理班

野川 篤美 野洲市 36・地文 守山野洲 HP管理班長

木下美恵子 甲賀市 34・健レ 甲賀湖南 HP管理班

川村　護 近江八幡市 35・北近 八 幡 HP管理班

前田 邦博 東近江市 40・健づ 中 部 HP管理班

西川　裕 彦根市 38・北近 湖 東 HP管理班

三俣 繁美 長浜市 38・北近 湖 北 HP管理班

湯浅 清明 高島市 40・園芸 高 島 HP管理班

森井 幸三 甲賀市 31・地文 甲賀湖南

児玉 正孝 彦根市 32・地文 湖 東

外 部 相 談 役 高橋 宏和 草津市笠山

事務局員 福永 好子 東近江市市 38・健づ 中 部

2021/4/1

レイカディア振興グループ GL課長

監 事

令和３年度　滋賀県レイカディア大学同窓会（常任理事会・理事会）役員名簿

常任理事

（支部長）

理 事

HP担当者
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滋賀県レイカディア大学同窓会会則 

 （名 称） 

第 1条 本会は、滋賀県レイカディア大学同窓会と称する。               

 

 （会 員） 

第2条 本会は、滋賀県老人大学校および滋賀県レイカディア大学（以下「母校」という。）の卒業生 

をもって組織する。                              

 

 （事務所） 

第 3条 本会の事務所は、滋賀県レイカディア大学同窓会の会長宅に置く。        

 

 （目 的） 

第 4条 本会は、次の活動を推進することを目的とする。                

   (1)  会員の親睦交流活動                        

   (2)  地域活動、ボランティア活動                    

   (3)  母校の存続と発展に寄与する活動                   

 

 （事 業） 

第 5条 本会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。           

(1)  総会及び役員会（常任理事会および理事会）の開催 

(2)  母校の発展に寄与すること 

(3)  会員の親睦交流に関すること 

(4)  地域活動、ボランティア活動に関すること 

(5)  會報の発行および広報に関すること 

(6)  文化、スポーツ、健康、研修に関すること 

(7)  慶祝に関すること 

   (8)  その他必要と認めた事業 

 

 （部局の設置および分掌） 

第 6条 本会は、前条の事業を行うため、次の部局を設け分掌事項を定める。        

(1) 事務局                                   

ア 会長を補佐し、各部会と連携をとり会務の調整に関すること 

イ 常任理事会および理事会の会議案内、司会進行、議事録作成および保管に関すること 

ウ 母校への入学募集および本会への入会に関すること 

エ その他、他の部会に属さないこと 

(2) 総務研修部会                                

    ア 総会に関すること 

    イ 慶祝に関すること 

    ウ 会員の親睦交流に関すること 

    エ 研修事項の策定および実施に関すること 
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(3) 広報情報部会                               

    ア 機関誌「會報」等の発行に関すること 

    イ ホームページ（以下 HPという）の維持管理に関すること 

    ウ マスメディアへのアプローチに関すること 

    エ その他同窓会および会員活動等の広報に関すること 

（4）地域活動部会                                 

  ア 地域活動、ボランティア活動の推進に関すること 

  イ 会員の地域活動の調査、報告等に関すること 

ウ 行政機関等各種団体との連携に関すること 

    エ 支部で実施する地域活動、ボランティア活動の支援に関すること 

オ 地域活動事例発表会に関すること 

 

（支部とその区域） 

第7条 本会には、次表の支部を設け、その区域は表に掲げるとおりとする          

支 部 名 区   域 

大津支部  大津市 

草津・栗東支部       草津市・栗東市 

守山・野洲支部 守山市・野洲市 

甲賀・湖南支部 甲賀市・湖南市 

近江八幡支部 近江八幡市 

中部支部 東近江市(但し旧湖東町・旧愛東町を除く)・蒲生郡 

湖東支部 彦根市・愛知郡・犬上郡・東近江市の旧湖東町・旧愛東町 

 湖北支部  長浜市・米原市 

高島支部 高島市 

２ 支部は、自主的にそれぞれの支部会則を定める。 

 

 （役 員） 

第 8条 本会に次の役員を置く。                            

      (1) 会 長       1名 

      (2) 副会長       2名 

   (3) 事務局長      1名 

      (4) 常任理事      9名（各支部長） 

      (5) 理 事       18名（各支部 ２名） 

   (6)  HP管理班長       1名 

   (7) HP担当者      9名（各支部 １名） 

      (8) 事務局員      若干名 (必要に応じて) 

      (9) 会 計        1名 

      (10) 監 事       2名 

 (11) 外部相談役      1名    

2 役員の選任は、次による。                              

(1) 会長、副会長、事務局長、会計および監事は、会員の中から理事会において選出し、 

総会の承認を得る。 
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   (2) 常任理事、理事およびHP担当者は、各支部にて選出する。 

   (3) HP管理班長は、HP担当者の中から選出する。 

   (4) 部会長は常任理事および理事の中から会長が推薦し、常任理事会にて承認を得る。 

   (5) 部会員は常任理事、理事およびHP担当者にて構成する、なお会長・副会長・事務局長および 

会計は何れの部会へも参加出来る。 

(6) 事務局長は、必要に応じて会員の中から事務局員を選任することが出来る。その場合、会員の 

中から事務局長が指名し、会長の承認を得る。 

(7) 外部相談役は、滋賀県社会福祉協議会レイカディア振興担当課長に就任を依頼する。 

(8) 役員選出にあたっては、男女共同参画の提唱と定着を常に念頭に置いて行う。 

３ 役員の職務は、次による。                               

   (1) 会長は、本会を代表し、会務を総括し、常任理事会および理事会の議長を務める。 

    (2) 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときまたは会長が欠けたときは、副会長がその 

職務を代行する。 

(3)  事務局長は、会長を補佐し、各部会と連携をとり会務の執行に関する調整、事務事項のとり 

まとめを行う。 

   (4) 事務局員は、事務局長を補佐し、事務局長の指示に従って事務を担当する。 

     (5) 常任理事および理事は、理事会を構成するとともに、担当部会の分掌事項を推進する。 

   (6) HP管理班長およびHP担当者の職務は、同窓会HP運用規約に規定する。 

     (7) 会計は、本会の会計事務を担当する。 

     (8) 監事は、会計事務を監査する。 

     (9) 外部相談役は、会長の要請に応じて理事会等に出席し、母校の運営状況等について報告し、かつ、 

本会の活動に関し助言することが出来る。 

４ 役員の任期は、2年とする。但し、再任を妨げない。なお、補欠により選任された者の任期は、 

前任者の残余期間とする。                                             

（常任理事会および理事会）                             

第 9条 常任理事会および理事会は、会長が必要と認めた時に開催する。 

２ 常任理事会は、本会の運営に関する事項について協議、議決する。 

３ 理事会は、総会に付議する事項を議決するとともに、本会の重要事項について協議する。 

４ 表決については、第 10条の 5項を適用する。 

（総 会）                                      

第 10条 定期総会は、年 1回会長がこれを開催する。 

２ 定期総会は、支部総会の後に行うことを原則とする。 

３ 臨時総会は、必要に応じて理事会の議を得て、会長がこれを開催する。 

４ 定期総会および臨時総会の議長は、出席会員の中より選出する。 

５ 議事は、出席会員の過半数により決する。但し、可否同数の場合は、議長の決するところによる。 

（総会への付議事項）                                 

第 11条 総会に付議する事項は、次のとおりとする。 

(1) 会則の制定および改廃 

     (2) 事業報告、決算報告および監査報告  

     (3) 事業計画案および予算案 



- 4 - 

 

 

  (4) 役員の選任 

     (5) その他理事会において必要と認めた事項 

（顧 問）                                   

第 12条 本会の運営に関する助言を受けるため顧問を置くことが出来る。 

２ 顧問は、本会の会長経験者の中から会長が就任を依頼する。 

３ 会長は、必要の都度顧問に理事会等への出席を要請し、本会の運営に関する助言を受けることが出来る。 

（経 費）                                  

第 13条 本会の経費は、年会費、入会金および寄付金等の収入をもって充てる。 

２ 年会費は 500円とする。但し、満 88歳以上の者および当該年度中に満 88歳に達する者については 

年会費を免除する。 

３ 新たに入会する者は、入会金 1,000円（本会 500円、支部 500円）を納付するものとする。 

  次の付則を追加する。 

  但し、入会が 4月となる 41期生、42期生については入会金 1,000円の納付を免除する。 

（会計年度および事業年度）                          

第 14条 本会の会計年度および事業年度は、毎年 4月 1日に始まり、翌年 3月 31日に終わる。 

（慶 事）                                  

第 15条 次のとおり慶祝を行う。 

    (1) 会員が数え年の米寿および白寿を迎えたときは、祝詞を添えて記念品を贈る。 

      (2)  記念品については、常任理事会で定める。 

（組織図、役員名簿および会議体） 

第 16条 本会は組織図、役員名簿および会議体を備え、管理する。 

 付  則 

１ この会則は、平成 7年 4月 1日より適用する 

２ この会則は、平成 8年 4月 1日より一部改定する。 

３ この会則は、平成 8年 5月 1日より一部改定実施する。 

４ この会則は、平成 10年 6月 11日より一部改定実施する。 

５ この会則は、平成 11年 6月 9日より一部改定実施する。 

６ この会則は、平成 12年 6月 9日より一部改定実施する。 

７ この会則は、平成 14年 5月 21日より一部改定実施する。 

８ この会則は、平成 15年 5月 18日より一部改定実施する。 

９ この会則は、平成 17年 5月 14日より一部改定実施する。 

10 この会則は、平成 21年 5月 16日より一部改定実施する。 

11 この会則は、平成 22年 5月 15日より一部改定実施する。 

12 この会則は、平成 23年 5月 17日全部改正し、同日より施行する。 

13 この会則は、平成 25年 5月 10日に一部改正し、同日より施行し、平成 25年度の年会費から適用する。 

14 この会則は、平成 27年 5月 26日に一部改正し、同日より施行し、平成 27年度の年会費から適用する。 

15  この会則は、平成 28年 5月 26日より一部改定実施する。 

16 この会則は、平成 29年 5月 16日より一部改訂実施する。 

17 この会則は、平成 30年 5月 16日より一部改訂実施する。 

18 この会則は、令和 3年 5月 26日より一部改訂実施する。 
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